
課
題
を
抱
え
る
地
方
圏

　

あ
な
た
は
、
自
分
が
住
む
ま
ち

に
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
感
じ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　

昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
約
８

割
が
「
三
沢
市
は
住
み
や
す
い
」

「
こ
れ
か
ら
も
三
沢
市
に
住
み
続

け
た
い
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、

三
沢
市
の
人
口
は
年
々
減
少
を
続

け
、
現
在
は
、
最
も
人
口
が
多

か
っ
た
２
０
０
２
年
の
４
・
７
％

に
あ
た
る
約
2
千
人
も
減
少
し
て

い
る
。

夕暮れの小川原湖畔にたたずむ親子。空と湖面を輝かせる夕日を見つめて「また明日」。

これからも暮らしたいと思えるまちであるように。

新たに作る市町村連携のカタチ。

　

働
け
る
場
所
や
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
買
い
物
の
利
便
性
、
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
よ

り
安
心
・
安
全
な
生
活
が
で
き
る

「
ま
ち
」
を
人
々
は
求
め
る
。
こ

れ
は
、
三
沢
市
に
住
む
人
々
だ
け

で
は
な
い
。
特
に
地
方
圏
で
は
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

交
通
手
段
や
情
報
伝
達
手
段
の
発

定住自立圏構想特  集

1. 働ける場所があること 47.6％
2. 医療の安全さ 46.4％
3. 買い物の便利さ 39.3％
4. 交通の便利さ 36.3％
5. 高齢者、障害者へのサービス 27.5％
6. 子育てや教育の環境 23.7％
7. 災害に対する強さ 17.7％

三沢市が住みやすいまち
だと思いますか？

Ｑ．

住みやすい
77.0％

21.7％
住みにくい

これからも三沢市に住み
続けたいと思いますか？

Ｑ．

住みたい
79.9％

17.9％
移りたい

暮らす場所を選ぶ際に、どのような
項目が重要だと感じますか

[H23 市民アンケート結果 ] 調査対象 /18 歳以上の市内居住者　有効回答数 /1,609

Ｑ．

（複数回答）

展
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
が
広
域

化
。
大
き
く
変
化
し
た
人
々
の

ニ
ー
ズ
に
、
市
町
村
単
独
で
十
分

に
応
え
る
こ
と
は
、
も
は
や
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

暮
ら
し
や
す
さ
を
求
め
た
都
市

圏
へ
の
移
住
は
、
人
口
減
少
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

定
住
自
立
圏

　

２
０
０
８
年
、
地
方
圏
か
ら
都

市
圏
へ
の
止
ま
ら
な
い
人
口
流
出

に
、
国
は
「
定て

い
じ
ゅ
う
じ
り
つ
け
ん

住
自
立
圏
構
想
」

の
推
進
を
始
め
た
。

　

こ
れ
は
、
人
口
約
５
万
人
以
上

の
中
心
市
と
、
経
済
・
社
会
・
文

化
や
生
活
と
い
っ
た
面
で
密
接
に

関
わ
る
周
辺
町
村
が
一
つ
の
圏
域

を
形
成
。
定
住
す
る
暮
ら
し
に
必

要
な
生
活
機
能
を
確
保
、
自
立
の

た
め
の
経
済
基
盤
や
地
域
の
誇
り

を
培
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
圏

を
作
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

既
に
全
国
で
は
67
の
定
住
自
立

圏
が
形
成
さ
れ
、青
森
県
内
で
も
、

八
戸
市
と
弘
前
市
の
そ
れ
ぞ
れ
を

中
心
市
と
し
た
圏
域
が
作
ら
れ
て

い
る
。

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
圏

　

三
沢
市
を
含
む
上
十
三
地
域

は
、
古
く
か
ら
広
域
的
な
つ
な
が

り
を
持
つ
。
通
勤
や
通
学
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
、
三
沢
市
か
ら
近

隣
市
町
村
へ
往
来
す
る
機
会
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
上
十
三
地
域
に
、
十
和
田

湖
に
面
す
る
秋
田
県
小
坂
町
を
加

え
た
「
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
」
を
形
成
す
る
協
定

が
、
10
月
４
日
に
結
ば
れ
た
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
を
め

ざ
し
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
新

た
な
地
域
が
カ
タ
チ
作
ら
れ
る
。

2009 上十三地域広域市町村圏協議会（以下「協議会」）を発足
08.26 協議会にて定住自立圏構想にかかる勉強会を開催

2010 07 ～ 12 定住自立圏構想担当者会議を開催
2011 02.07 協議会市町村長会議で定住自立圏構想推進を決定。関係

市町村の提案を受け、具体的な連携事項の検討を開始
2012 03.29 三沢市と十和田市による共同中心市宣言

06 秋田県小坂町が県境を越え圏域に参加
07 おいらせ町（八戸圏域にも属する）が圏域に参加
07.27 第１回定住自立圏構想関係市町村長会議

協定内容について市町村長間で合意
09 各圏域市町村で協定の締結に関し議決
10.04 上十三・十和田湖広域定住自立圏形成協定に合同で調印

共生ビジョン懇談会を開催
2013 01 ～ 03 定住自立圏共生ビジョンを策定

上十三・十和田湖広域定住自立圏形成の歩みと予定の概略

44,000 人

43,000 人

2012 年2005 年2000 年

※各年 3 月末時点

三沢市の総人口の推移

42,000 人

41,892

43,968
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産業振興

地域公共交通

集約とネットワーク

集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

中
心
市
に
は
、
産
業
や
商
業
・

娯
楽
施
設
、
中
核
的
な
医
療
機

能
、
各
種
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
、
都
市
機
能
に
一
定
の
集
積

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
充
実
や
集
中

的
な
整
備
は
、
周
辺
地
域
を
含
め

た
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
を
支
え
、

魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。ま
た
、

周
辺
地
域
は
、
中
心
市
の
都
市
機

能
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
活
機
能

や
農
林
水
産
業
、
自
然
環
境
な
ど

を
確
保
。
中
心
市
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
っ
て
、
圏
域
の
機
能
は
さ

ら
に
高
ま
る
。
こ
の
た
め
、
中
心

市
が
、
圏
域
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
な
が
ら
周
辺
地
域
と
連
携
・

交
流
す
る
、「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
考
え
方
が
重
要
と
な
る
。

　

中
心
市
と
周
辺
町
村
が
１
対
１

で
結
ぶ
協
定
を
積
み
重
ね
て
作
る

定
住
自
立
圏
は
、
こ
れ
ま
で
の
市

町
村
連
携
や
一
部
事
務
組
合
と
異

な
る
新
し
い
連
携
方
法
。
協
定
に

は
、
連
携
の
方
向
性
や
各
取
り
組

み
に
お
け
る
構
成
市
町
村
の
役
割

を
明
確
化
す
る
効
果
が
あ
り
、
今

後
、
作
り
上
げ
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
土
台
と
な
る
。

　

ま
た
、
定
住
自
立
圏
を
形
成
す

る
市
町
村
を
、
国
の
関
係
各
省
が

支
援
。
自
主
的
な
取
り
組
み
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
提
供
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
財
政
措
置
、

事
業
の
優
先
採
択
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　明治 11 年、藩政時代の北郡が南北に分かれて出来た上北郡。昭和 30 年代

に十和田と三沢が市となってからは、両市を中心に、上十三地域として人々

の生活に密接に関わってきた。今回、さらに、十和田湖に接する秋田県小坂

町を加えることで、小川原湖と十和田湖を内包。八戸圏域定住自立圏と重複

する形でおいらせ町が加わり、「上十三・十和田湖広域定住自立圏」が形成

された。

　２市７町１村で形成するこの圏域は、面積約 2,328㎢、人口約 21 万７千人。

これは、青森県の面積の約 24％、人口の約 16％に相当する。三沢空港や新

幹線七戸十和田駅などの高速交通拠点、共通する特産品、豊かな自然や特色

ある観光資源もあふれている。十和田市と三沢市の２市を中心市とし、県境

を越え、他圏域と一部重複するこの圏域の形 [ 複眼・県境・圏域重複型 ] は、

全国でも初めての事例となる。

▲調印した協定書を掲げる、上十三・十和田湖広域定住自立圏の市町村長
　左から、おいらせ町、東北町、六戸町、野辺地町、十和田市、三沢市、七戸町、横浜町、六ヶ所村、小坂町

上十三・十和田湖広域定住自立圏

六ヶ所村　Rokkasho Village

① 11,167 人② 253.01㎢
③ 363,509 百万円
④ 13,758 ／ 13,469  百万円
⑤本格長芋焼酎「六趣」、長芋、　
　ごま六、うば玉、いか沖漬 など

三沢市　Misawa City

① 42,180 人② 120.09㎢
③ 158,979 百万円
④ 20,201 ／ 19,612  百万円
⑤ほっき貝、いか、さけ、ひらめ、
　ごぼう、長芋、にんにくなど

横浜町　Yokohama Town

① 5,070 人② 126.55㎢
③ 18,268 百万円
④ 3,903 ／ 3,820  百万円
⑤なたね、長芋、馬鈴薯、毛まめ、
　ホタテ貝、横浜なまこ など

野辺地町　Noheji Town

① 14,706 人② 81.61㎢
③ 35,573 百万円
④ 5,900 ／ 5,719  百万円
⑤葉付きこかぶ、長芋、けつめい
　茶、ホタテ、とげくりがに など

東北町　Tohoku Town

① 19,451 人② 326.71㎢
③ 47,048 百万円
④ 12,719 ／ 12,434  百万円
⑤長芋、しじみ、シラウオ、ワカ
　サギの佃煮、はちみつ など

市町村名
①人口（H24.10.1）②面積
③市町村総生産（H21 年度）
④普通会計決算額
　歳入／歳出（H22 年度）
⑤特産物など

市町村章

七戸町　Shichinohe Town

① 17,442 人② 337.23㎢
③ 46,351 百万円
④ 10,630 ／ 10,347  百万円
⑤マイルド 2

ニンニク

29、熟成にんにく、
　長芋、カシス、地酒「駒泉」 など

秋田県  小坂町　Kosaka Town

① 5,942 人② 201.95㎢
③ 27,990 百万円
④ 4,554 ／ 4,479  百万円
⑤ヒメマス、小坂ワイン「樹海」、
　アカシアクラフト、竹の子 など

十和田市　Towada City

① 65,326 人② 725.67㎢
③ 194,254 百万円
④ 30,528 ／ 29,408  百万円
⑤にんにく、長芋、ごぼう、長ネ
　ギ、しいたけ、馬肉料理 など

おいらせ町　Oirase Town

① 25,089 人② 71.88㎢
③ 60,388 百万円
④ 10,767 ／ 10,357  百万円
⑤清酒桃川、長芋、ほっき貝、銀
　の鴨、エゴマ油、アピオス など

六戸町　Rokunohe Town

① 10,735 人② 84.06㎢
③ 28,257 百万円
④ 5,783 ／ 5,602  百万円
⑤大玉にんにく、にんじん、長芋、
　シャモロック、野菜焼酎 など

市町村総生産

市町村内で１年間に生み出さ
れた付加価値の総額。市町村
の経済規模を表す指標の一つ。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定

　

10
月
４
日
、
十
和
田
市
役
所
で

「
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自

立
圏
形
成
協
定　

合
同
調
印
式
」

が
行
わ
れ
、
中
心
市
で
あ
る
三
沢

市
と
十
和
田
市
を
は
じ
め
、
圏
域

に
加
わ
る
計
10
市
町
村
の
首
長
が

出
席
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
と
周

辺
町
村
が
互
い
に
役
割
を
分
担

し
、
都
市
お
よ
び
生
活
機
能
を
確

保
・
充
実
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
魅
力
的
な
圏
域
を
作
る
こ

と
が
目
的
だ
。
こ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
中
心
市
と
周
辺
町
村

は
連
携
す
る
政
策
分
野
（
６
・
７

頁
参
照
）
と
取
り
組
み
内
容
、
相

互
の
役
割
分
担
な
ど
を
定
め
た
協

定
書
を
作
成
。
こ
の
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
協
定
内
容
を
確
認
・
合
意
の

上
、
調
印
を
交
わ
し
た
。

新しい連携のカタチ

周辺町村

周辺町村

十和田市 三沢市

周辺町村

周辺町村

中心市

協定

協定

協定

協定

周辺町村

協定

周辺町村

協定

圏域の結び付きのイメージ
中心市と周辺町村が１対１で結ぶ協定

を重ねて作る圏域。中心市と、同じ政

策分野に取り組む周辺町村が連携して

事業を行う。
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共に生きる未
ビ ジ ョ ン

来像＝ “ 共生ビジョン ” 策定へ

[H23 市民アンケート結果 ]

三沢市における
まちの現状満足度評価

観光の振興

満足
22.3％

不満
69.8％

満足
43.9％

不満
49.4％

他市町村への
幹線道路の整備

多様な生涯学習環境の
提供

満足
56.2％

不満
34.5％

防災体制の推進

満足
53.8％

不満
38.6％

満足
53.6％不満

38.1％

芸術・歴史・文化に
親しむ機会の提供

消防・救急体制の推進

満足
69.9％

不満
23.7％

政策分野・連携施策 取組内容

医　療 地域医療
ネットワークの充実

救急医療や高度医療を担う中核病院と圏域内の各病院や診療
所の役割分担と機能連携の強化、ネットワーク化を促進し、
地域医療ネットワークの充実を図ります。

福　祉 子育て支援の充実 圏域に住む人々が利用できる子育て支援関連事業の広域化を
推進し、圏域全体の子育て支援サービスの充実を図ります。

認定審査会業務の連携 介護保険法に規定する介護認定審査と、障害者自立支援法に
規定する障害程度区分認定審査の公平性・効率性を確保する
ため、認定審査業務を共同で実施します。

教　育 図書館の
　　相互利用の促進

圏域内の図書館の相互利用に取り組み、圏域に住む人々の文
化・教養の向上を図ります。また、図書館資料の情報などの
共有化を図り、利用しやすい図書館サービスを推進します。

生涯学習情報の提供 圏域内の各市町村が実施する各種講座などの開催情報を相互
に提供し合う体制を構築し、圏域内の教育、学術、文化、ス
ポーツ、福祉などの多様な生涯学習の機会の充実を図ります。

英語教育の充実 国際性に立った広い視野とともに、豊かな人間性とコミュニ
ケーション能力に富んだ人材育成を図るため、より質の高い
英語教育を推進するための調査・研究に取り組みます。

産業振興 広域観光の推進 圏域内に存在する観光資源の魅力を生かした広域的な観光
ルートを設定するとともに、情報発信などを行います。

特産品の販路拡大 圏域内の特産品に関する情報を相互に提供し合い、関係団体
などと連携し、圏域の特産品の販売戦略を展開するとともに、
これらを活用した地域ブランド化の推進を図ります。

防災・消防 防　　災 大規模災害時における相互応援体制を含め、圏域内の防災体
制の整備、充実を図るため、防災計画・防火訓練等の情報を
共有し、職員を対象とする合同研修や訓練などを実施します。

消　　防 消防施設などの効率的な整備・運用を図るため、消防指令業
務共同化事業と消防救急無線デジタル化事業に関する調査研
究を行います。

生活機能の強化

政策分野・連携施策 取組内容

地域公共交通 圏域に住む人々が移動手段に困らず、また便利に使えるよう、
バスや電車など地域公共交通の維持・確保、交通施設の整備、
その他さまざまな交通手段の検討・実証・導入などを行います。

インフラ整備に関する要望活動など 市町村をつなぐ幹線道路の整備促進や、三沢空港の発着路線
の拡充について要望活動を行います。

公共施設の相互利用 圏域に住む人々の学習活動、文化活動、スポーツ活動の拡充
を図るため、圏域市町村が設置する運動施設や文化・社会教
育施設などの相互利用を促進します。

文化・芸術 美術館や記念館の
　企画展などの充実

美術館や記念館の企画展などを充実させ、情報発信や集客事
業を効果的に実施。地域文化の発展や地域経済の振興を図り
ます。

圏域内の交流促進 各種イベント情報等
　　　の共有・活用

各種イベント情報などを相互に共有・活用することによって
圏域に住む人々の交流促進、圏域の活性化を図ります。

結びつきやネットワークの強化

政策分野・連携施策 取組内容

人材育成 圏域市町村職員の育成 職員の資質向上と職員間のネットワークを強化するため、
合同研修や人事交流を行います。

圏域マネジメント能力の強化はい
44.7％いいえ

51.9％

市職員の対応に
満足している

満足
36.0％

不満
58.6％

バスの利用促進・
運行への支援

三沢市における
まちの現状満足度評価

[H23 市民アンケート結果 ]

　広大な圏域である上十三・十和田湖広域定住自立圏。協定では、以下の政策分野で連携し、

取り組むことを定めた。三沢市に住む人々からも、さらなる充実・発展が望まれているこれ

らの取り組みは、連携・協力することで、より暮らしやすい地域になる可能性を秘めている。

　定住自立圏は、５年先、10 年先を見据えた中長期の取り組みであり、10 月４日の協定締

結は、スタートラインである。今後、中心市と関係町村は有識者からの意見を取り入れなが

ら連携・協力して、来年３月末までに、これらの政策分野に沿って生活に深くかかわる事業

計画となる「共生ビジョン」を探っていく。

　この圏域の合言葉は『できることから着実に』。三沢市と十和田市を中心に、既に行われ

ている事業や実施可能な取り組みから、一歩ずつ連携・協力を進めることとしている。
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地
域
の
課
題
を
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え
る

　

暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ
、
長

く
住
み
続
け
た
土
地
に
生
ま
れ

る
郷
土
愛
。
い
つ
し
か
住
む

人
々
の
胸
に
宿
り
、
親
か
ら
子

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
地
域

へ
の
誇
り
。
し
か
し
、
あ
な
た

は
今
、
自
分
が
住
む
地
域
と
向

き
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
の
こ
と
を
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
住

む
人
々
。
自
治
体
が
結
ん
だ
定

住
自
立
圏
形
成
は
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
過
疎
化
や

少
子
高
齢
化
、
医
療
や
教
育
な

ど
地
域
の
現
状
と
向
き
合
い
、

課
題
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
あ

り
続
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
」。
地
域
の
一
員
と
し
て

考
え
、意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
確
か
な
一
歩

と
な
る
。

【
特
集
】
定
住
自
立
圏
構
想  

完

中
心
市
の
役
割
と
責
任

　

10
市
町
村
、
約
21
万
７
千
人
が

暮
ら
す
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
。
人
々
の
暮
ら
し
に

必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
中
心
市
へ
の
都
市
機
能
集
約

と
、
中
心
市
―
周
辺
町
村
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る
。
暮
ら
し
や
す
く
魅
力

あ
る
圏
域
を
目
指
し
、
全
体
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
担
う
中
心
市
の
役

割
と
責
任
は
大
き
い
。

　

合
同
協
定
調
印
式
の
最
後
、
中

心
市
で
あ
る
三
沢
市
・
十
和
田
市

の
両
市
長
が
、
周
辺
８
町
村
長
や

関
係
者
を
前
に
、
今
後
の
圏
域
に

か
け
る
想
い
を
語
っ
た
。

小
お や ま だ

山田  久
ひさし

 　十和田市長

　関係市町村の皆さまと力を合わせ、「できることから着

実に」をモットーに、これからの取り組みを深化させてい

きたいと思います。市町村それぞれで事情は異なりますが、

この特殊性や多様性は、圏域を構成する上で大きな強みに

つながるものと期待しているところです。

　この地域には、古くからの伝統工芸である「南部裂織」

というものがあります。細く切った古布を用いて新しい布

を作る南部裂織は、非常に味のある強い丈夫な布になりま

す。それぞれの布の色や模様といった多種多様性を組み合

わせ、新たな布を生み出す――。この南部裂織のように、

圏域市町村が互いの多様な特色を認め合い、尊重し合いな

がら一つの形に紡いでいく。そのような圏域に向けて、こ

れから一つずつ広域定住自立圏を進めていきたいと考えて

います。

種
た ね い ち

市  一
か ず ま さ

正 　三沢市長

　わが国では、少子高齢化や人口減少が確実に進んでいま

す。このような中で、私たちの圏域は非常に広大でかつ豊

か。しかも、多様な文化、自然、風土、あるいは歴史など

の地域性に恵まれています。

　美しい郷土に生まれ生きる人々の生活の営みを守ってい

くことこそが、この定住自立圏を進める私たちの最大の使

命であると思っています。そのためには、今まさに、地域

力の結集が何よりも必要と考えているところです。

　今後は、具体的な取り組みとなる共生ビジョンを年度内

に策定することとなりますが、関係市町村の皆さま方と共

に、持続可能な地域の未来像を描きながら、一歩一歩、こ

の定住自立圏を進めていきたいと考えています。

多様な特色を認め合い、尊重しながら紡ぐ、

南
な ん ぶ

部裂
さ き お り

織のような圏域へ
美しい郷土に生まれ生きる人々の

生活を守ることが最大の使命

定住自立圏の中心市・２市長の想い

SPEECH SPEECH
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